
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 
 

学 校 名 美濃加茂市立西中学校 

 実 施 期 間 平成２６年１１月５日（水）ほか２日  

 

実 施 概 要 

  
弁当の日 

地域講師から学ぶ講座 

 授業参観 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ■自然   ■歴史   ■文化   ■産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 ■その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ５００ 人 
計 ５２０ 人 

地域関係者 ２０ 人 

 

実 施 状 況 

○弁当の日（９月１３日(土)） 

生徒自ら弁当作りをする日。献立、買い物、調理、盛り付け、片付け
のうちできることに取り組んだ。昼食の時間にはＰＴＡ本部役員・理事
の一部の方々に参観していただいた。 

 

○講座：１年総合学習「地域の達人に学ぼう」（１０月１７日(金)） 

美濃加茂市出前講座と教職員が別に依頼した講師の方々を招いて講座
を開催した。講師の方々は、地元のサークル、ボランティアグループの
ほか、電力会社、農協、市役所(環境課、防災安全課、健康課、多文化共
生係）、歯科医師会などから来ていただいた。生徒は希望する講座に参
加し、興味のある内容について講師の方々と交流しながら学んだ。 

講座名は、①ゆかたの着付け教室 ②動物愛護教室「命の絆」Dogボラ
ンティアクラブ ③お手玉づくり、お手玉の遊び方 ④中山道の歴史を
学ぶ(中山道太田宿散策) ⑤土の中の小さな生き物たち ⑥電気実験教
室 ⑦できることから始めよう！多文化共生のまちづくり ⑧災害の時
どうしたらいいの？ ⑨ごみの減量化・リサイクルについて ⑩よい歯
ではっぴぃ！ 歯の健康教室 ⑪豆腐作り 

 

○授業参観 

確かな学力を育てるための展開を工夫した授業を全学級で公開。昨年
度より多数の保護者が参観された。 

 

 

 

 

  



 

成果及び課題 

○弁当の日 

  ２２％の生徒が自分で作り、４９％の生徒が家族と一緒に作った。 
 約７０％の生徒が取り組むことができた。 

＜保護者の感想＞ 

・お弁当をつくってもらうのが当たり前のことではなく、朝起きて一緒
に作ったことで、子どもから母である私に「いつもありがとう」をか
けてもらえて親としては嬉しかった。子どもにとっては、お弁当の日
はいい経験になったと思います。 

・前日から親子二人で献立を考え、買い物に行きました。栄養バランス
や色合いを考えるのは大変でしたが、二人で作り上げたので子どもは
大変喜んでいました。 

・朝から忙しいのに、あれこれ教えながらだとよけい時間がかかる。 

 

○講座 

生徒は自ら選択した講座に参加し、意欲的に学ぶことができていた。 

＜生徒の感想＞ 

・初めて自分でゆかたを着る体験をしました。崩れないようにして、
きつすぎて苦しくならないようにするのが難しかったです。また、
これからは自分で着てみたいと思いました。(着付け教室) 

・太田宿の街並みを見学してから中山道の歴史について話を聞きま
した。脇本陣の役割についてよく分かった。(中山道の歴史を学ぶ) 

・歌を歌いながら色々な動きを入れる遊びが楽しかった。時間がた
つのがとても早かったです。（お手玉づくり、遊び方） 

 

○授業参観 

  多くの保護者に参観いただき、生徒の様子や学校の取組について
理解していただく良い機会になった。学級懇談会での情報交流も含
め、１２月の上旬の三者懇談の機会に全保護者対象のアンケートで
評価していただく。 

 
 
  


